







われている（柏木・若松 1994, 菅野 2001）。
　しかしながら、新たな役割の獲得と関係性の再編は、必ずしも円滑に行われるとは限らない。
役割への不適応は、両親に葛藤を生じさせ、ストレスの原因となる（稲葉 1999, 小野寺 2003, 渡
辺・石井 2009, 坂梨ほか 2015）。関係再編の失敗は、支援のもらい手、自らを理解してくれる人

































































































































4. 2.  分析結果







































































































































































































































B 標準誤差 β p B 標準誤差 β p
（定数） 4.647 1.682 ** 7.304 1.366 **
年齢 0 0.054 -0.001 0.055 0.044 0.165
居住年数 -0.08 0.068 -0.14 -0.019 0.055 -0.041
末子年齢 0.435 0.171 0.305 * -0.111 0.139 -0.094
本人無職ダミー 0.593 0.362 0.161 0.164 0.293 0.054
本人大卒ダミー 0.446 0.369 0.12 0.065 0.3 0.021
夫大卒ダミー -0.349 0.45 -0.077 0.967 0.365 0.258 *
収入300万未満 0.45 1.259 0.035 0.743 1.022 0.07
育児ストレス 0.232 0.079 0.313 ** -0.237 0.064 -0.385 **
育児の相談先数 -0.256 0.135 -0.186 † 0.222 0.109 0.195 *
集団参加（モール基準）
　こまち -1.045 0.545 -0.251 † 0.979 0.443 0.283 *
　カフェ -0.307 0.409 -0.078 -0.33 0.332 -0.101
R2 乗 0.265 ** 0.297 **
**: p<.01, *: p<.05, †: p<.10
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6. 2.  危機からの回復
　このような状況を打破するためには、まず、マイナスの事態から脱却し、その後、緩やかに社
会活動を行うようステップを踏む必要がある。そのさい、地域に根付くNPOは、第三者として、
当事者を受け入れつつ、社会に送りだす機能を発揮しうる。図４は、出産を経た母親に対して
NPOが果たしうる機能をまとめたものである。
　NPOが孤独感および自己否定を解消しうる居場所として機能するためには、二つのアクセス
が求められる。物理的アクセスと心理的アクセスである。
　子育て期の母親は、あまり遠くに移動することはできないし、気軽にどのお店に入れるわけで
もない。したがって、NPOが居場所として機能するためには、物理的にアクセスしやすい環境
を確保することが肝要だ。こまちぷらすは、駅前に立地し、なおかつ、子どもの見守り機能を備
えたカフェを併設することで、育児中の母親がふらっと立ち寄れる環境を整えている。
　心理的アクセスとは、子育て期の母親の心理的なより所となる力であり、受容と共感により構
図４　育児期の母親を支えるNPOの機能
・受容感の獲得 立地 他環境
・一人ではない
・私だけではない 受容 共感
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子育て期にある母親の居場所としてのNPOの可能性
成される。さまざまな事情から孤独感や自己否定感を抱いている母親に対しては、まず、その気
持ちを受け入れる場が必要だ。当事者とほどよい距離感をもち、なおかつ、同じような悩みを共
有してきた人により構成されるNPOは、育児期の母親に「一人ではない」「できないのは自分
だけではない」という安心感を与え、孤独感および自己否定感の解消に寄与する。
　マイナスの状況からの脱却が進むと、次の段階に入る。何らかの活動に参加し、自己肯定感を
回復する段階である。ここでもNPO法人の強さが発揮される。NPO法人は営利企業と異なる
ため、参加希望者の「緩やかな参加」が可能である。そのため、回復過程にある母親が、自らの
状態に合わせた参加の仕方を選択し、徐々に社会とのつながりを再編してゆくことも可能だ。段
階を追った社会参加をつうじて、彼女たちは自己肯定感を再度高めてゆく。子育て支援のNPOは、
地域の母親を受け入れ、社会活動に再度送り出す中間集団的な居場所として機能しているのであ
る。
　少子化が問題視されている現代社会において、子育て中の母親への支援の重要性が喧伝されて
いる。その一方で、人びとを包摂する中間集団の弱体化も指摘されている。こうしたなか、子育
て中の母親に寄り添うNPOの役割はいっそう高まると考えられる。
注
（１）　調査当時、Aさんのお子さんは、第一子４歳、第二子８ヶ月、Bさんのお子さんは、第一子１歳２ヶ月、C
さんのお子さんは第一子３歳、第二子１歳である。
（２）　Bさんも、子育て中は「天国から地獄に一気に落ちた感じでした。」と負の側面を語っている。しかし、B
さんは子どもが生まれて間もなく夫が事故に遭い、「自分だけが頑張らなきゃいけな」いというやや特殊な状
況に追い込まれている。その点を勘案し、本文の記述からは割愛した。
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